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第5傘 自?兵科学分析
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第34表分析試料とその特徴

分析試料 白地 MgO AIρs SiOz P:O; K，o CaO TiOz Cr:由3 M，O Fe由ふRb;U z.o， y，o， Z伯 2 lolal 
o. 48 16.61 52開 13.23 2. 75 6. 73 o. 70 0.31 6.21 0.03 0.02 0.01 0.01 0.02 l∞01 

2 O. 49 15.38 田 1810.24 5. 51 3. 79 0.43 0.16 3. 74 0.02 0.02 0.02 0.01 0.02 l∞01 
提瓶

3 o. 75 15.87 63日 5叩 1. 93 5.71 O剖 0.18 5.45 0.03 0.01 0.01 0.01 0.02 l∞∞ 
内土痕

4 O. 49 17.23 67.17 2.59 2. 73 2.60 1. 01 0.11 5. 96 0.03 0.02 0.01 0回 0.03 99.98 

5 1.23 17田 71. iO 0.59 2.19 0.63 0.45 O. 26 5. 97 0.03 0.02 0.01 0.01 0.02 l∞01 
最小他 O. 48 15.38 52開 0.59 1. 93 0.63 0.43 o. 11 3. 74 0.02 0.01 0.01 0田 0.02 

般大地 1.23 17田 71. iO 13. 23 5. 51 6. 73 1.01 0.31 6.21 0.03 0.02 0.02 0.01 0.03 

平均曲 0.69 16.52 62. 9町 6.51 3.02 3.89 O制 0.20 5.47 0.03 0.02 0.01 0.01 0.02 

第35表分析結果 (FP法による)

3 結果

珪藻分析を行った結果、淡水種珪藻化石のみが検出された(第36表)。なお、環境指標

税群は、沼沢湿地付着生指標祈『株が76個体 (378%)、陸域指標藤幹が32個体(159%)、

その他広布極が43個体 (21.4%)、不定および不明極が50個体 (24.9%)であった(図版

17)。
蛍光X線分析による元素マッピング分析では、リン (p)濃度の高い場所が複数検出さ

れた(図版2))。これらリン濃度の向い位置における出分析では、リン含有ili:が0.59-
13.23%検出された。また、これに対応する位i世におけるカルシウム古有益が0.68-6.73%

であった(第35表)。

2φ飾の残澄の観察では、骨状物は確認されなかった。その他の粒子では、炭化材やター

ル状の炭化物あるいは微細な砕片のような岩片が少量含まれていた(図版17)。

4 考察

森 (1991)は、古墳時代~平安時代の製塩遺跡から出土した製塩土器内而にやや里味の

ある白色~灰白色の付着物が見られることに注目し、これら付着物中の珪様化石について

検討した。その結果、海水i車場指標税群の珪藻化石が多産することを見出し、土器製塩の

海水濃縮過程において海操が利用されたと考え、操塩法による製塩の可能性を指摘してい

る。

また、藤根 。服部 (2∞0)は、名古屋市伊勢山中学校遺跡から出土した普閉して出土し
た6世紀後半の須恵器蓋杯内の暗オリープ褐色の付着物中に、森(199]) と同様の珪i車種

詳を見出し、塩利用の証拠とした。

挺瓶内土の珪i巣分析を行った結巣、淡水極珪藻化石のみが検出され、 i築塩法に伴うi巣場

指標種群なとeの珪深化石は検出されなかったことから、塩の存在は確認されなかった。な
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第3節内容物分析

お、内面付着物の有担は不明であり、内面付着物を直接調べてはいないために検出されな

かったことは考えられる。

人附を含め動物の骨や歯を構成する主要な無機成分は、水駿燐灰石 (ハイドロキンアパ

タイト 臼 (OH)(悶 )，)からなり、リン (p)とカルシウム (Ca)がほぼ等詰含まれて

いる。

土壌中の分析他から、骨成分が残存しているかどうかの判定は、リンおよびカルンウム

の両元素がほぼ等量で高い値であることが必要であると思われる。

カルシウムは、堆積物中に含まれる長石類や輝石類(例えば斜長石の端成分である灰長

石Ano巾 ite(CaAhSiρ，)、普通輝石 Aug;te((Ca. Na) (Mg. Fe. Al) (S;. Al)，o.)に含

まれる(黒田 諏訪 1989))として普通に含まれる元素である。一方、リンは、 造岩鉱物

中には極めて少なし黒色土壌の母材である植物や現生植物根などに数ppm程度に含ま

れる元素と考えられることから、骨成分を抽出するためには少なくともリン含有査がより

高いことが必要である。

元素マッピング分析では、リン濃度の高い部分が複数箇所検出されことから、 5カ所を

選定して点分析した。その結果、リン古有益カミ0.59-13.23%、カルシウムが0.63-6.73%

と高い他を示している(第35表)。このように、官の主成分であるリンとカルシウムが向

く検出されことから、この挺瓶内には骨質物が含まれている可能性がある。なお、挺瓶は、

古墳内に供されることが多く 、{出発的に骨物質が含まれることがあり得る。なお、ここで

検出されたリンおよびカルシウムの高い含有hi:が直ちに人骨であるとは言えない。

水洗縮分けによる微細物の観察では、官状物は確認されなかった。一方、砕片状粒子が

観察されたが、炭化物あるいは炭化材を伴うことから、受:熱により岩石が砕片化したこと

が考えられる。

5 考察

挺瓶内の土壌について、珪i草分析やリン カルシウム分析あるいは微細物の観察を行っ

た。その結巣、リン カルシウム分析において共に高い含有量を示したことから、骨物質

の存在の可能性が指摘された。この提瓶内の内容物に関する分析例がないことから、今後

出土粂件の良い試料について検討結果を待つしかない。

引用士献

藤担久服部哲也 (2反則)寄附Lて出土Lた劉型器韮杯内の内容物 塩利用の証拠 日本文化財科学会第

171叫大会僻究尭表監旨.J:u. 116-117 

森 iJ)ー (991)珪深分析によって件られた宵代製極についての一考察 考宵学雑誌 76(3). 62-75 
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第5傘 自?兵科学分析

ノ，、J 類 群
種群 l 

AmpllOra 11I0111alla Q 5 

Caloneis aerophila Q 2 

C bacillllm W 1 

Coconeis placefl1ltla W l 

Cybell spp ? l 

Diploneis spp. ? l 

ElIllotia peclinalis var. Ilndlllala O l 

Frustlllia vlllgaris W 2 

Gomphollema Spp. フ 2 

Gyrosigma spp つ 4 

Hantzschia amphioxys Q 20 

Navicula vel1eta W 8 

N spp. フ 2 

Neidilll1l alpillllm W 19 

N spp ? l 

Nitzschia permillala W 2 

N nana Q 4 

N spp‘ ? 15 

PUJllularia borealis Q l 

P illlermedia W l 

P IlIterrupta W I 

P sllbcapilata O 75 

P spp. つ 11 

Stallroneis OhlltSa W 2 

S tellera W I 

StephallodisclIs carconel1sis W l 

SlIrirella allgusta W 3 

S spp ? 3 

Sylledra II/lIa W l 

Unknown フ 10 

沼沢湿地付着生 (0) 76 

陸域 (Q) 32 

広布 (w) 43 

淡水不定不明極 (?) 50 

珪i革殻数 201 

磁群は安藤 (¥9田)に従った

第36表提瓶内土撲中の珪藻化石
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第4節土器付着赤色物分析

第4節 土器付着赤色物分析

(1)鷺山市場遺跡出土土橋付着赤色物分析

竹原弘展 (パレオ ラポ)

1 はじめに

鷺山市場遺跡より出土Lた士宮寺に付着している赤色物について蛍光X線分析を行い、顔

料の種類を検討した。

2 試料と方法

分析対象資料は、鷺山市場遺跡より出土した土器3占である。分析ぬIは遺物掲載番号

516の土師器で赤色に明瞭に塗彩されている。分析Nu2は造物掲載番号163の土製品で表而

はうっすらと赤褐色を呈する。分析NQ3は造物掲載番号214の須恵器の盤で時期は7世紀

後半で、底部裏側表面のひび制れの箇所に赤褐色顔料らしきものの残留が観察される。分

析に際して、セロハンテープを土器表面に貼り付けて赤色物を剥がすという形で極少量採

取して分析試料とした。

分析装世は (株)堀場製作所製分析顕微鏡 XGT-5C即Type1Iを使用 Lた。この装置はエ

ネルギ一分散型蛍光X線分析装置である。装世の仕様は、X線管が最大50kV.1 mAの Rh

ターゲット、X線ビーム径が100μmまたは10μm、検出器は高純度Si検出器 (Xerophy)

で、試料室の大きさは350x4∞x40mmである。検出可能元素は Na"-""Uであるが、Na、Mg
といった軽元素は蛍光X線分析装置の性質上、検出感度が惑いため、試料中に少量含む程

度ではピークを検出し雛く 、検出できてもその定証値はかなり誤差が大きい。

本分析での測定条件は、50kV、1.oomA (自動設定による)、ビーム径100μ川、測定時

制5∞s、パルス処理時附P4 (分解能を重視した設定)に設定した。定量分析は標準試料
を用いないFP (7アンダメンタル パラメーター)法による半定量分析を装世付属ソフ

トで行った。そのため、定量値は誤差を大きめに見積もっておく必要がある。

3 結果

分析により待られたスベクトルおよびFP法による半定量分析結果を図版18-20に示

す。いずれも Hgは検出されなかった。

4 考察

日本古代に使用されていた赤色顔料の代表的なものとしては、朱 (水銀朱)とベンガラ

が挙げられる。水銀朱は、硫化水銀 HgSで鉱物としては辰砂と呼ばれ、産出地はある桂

皮限定される。ベンガラは狭義には三般化二鉄 Feρ，(鉱物名赤鉄鉱)を指すが、広義に
は鉄 (ill)の発色に伴う赤色顔料金般を指し (成瀬2∞4)、広範な地域で採取可能であるo
また、ベンガラは直径約 1~m のパイプ状の粒子形状からなるものも多く報告されている 。

これは鉄バクテリアを起源とすることが判明しており (岡問、1997)、合水水酸化鉄を焼
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第5傘 自?兵科学分析

いて得た赤鉄鉱がこのような形状を示す(成瀬、1998)。

I分析ぬ 1] (図版18)
Feが比較的高い割合で検出された。顕微鏡観察すると、Diplol1eis属等の珪藻が極少誌

ながらある程度観察された。これは、濃集するための前処理をせずに観察していることを

考えると、比較的高い割合で珪藻が含まれているといえる。一般的にこの地域の土壌は珪

穫の残存が悪いことが多く 、ここで観察された珪渓は赤色顔料の材料となった鉄酸化物の

採取時に付随したものである可能性が高いと考えられる。また、僅かながらパイプ状粒子

も確認され、いわゆるパイプ状ベンガラによる着色といえる。

I分析No2](図版19)
セロハンテープで少長採取した試料の分析結果からは、Feは決して高いとはいえない

割合でしか検出されなかった。また、顕微鏡観察しても特にパイプ状の粒子は確認されな

かった。土器資料の破断面を観察すると、分析ぬlのような土器表面に赤色顔料が塗布さ

れているのとは異なり、土器表而自体が赤褐色に発色している。そこで破断而について元

素マッピング分析を実施した(図版19右下)。その結染、表面赤褐色部からは他の箇所よ

りも Feが明らかに出iい割合で検出されており、鉄 (rrr)の発色に伴うものと判断される。

土器製作時に表而に Feを多く含むものを予め塗布した後、焼成されたものと思われる。

I分析Nu3](図版20)
須恵器底部装側表而のひび割れ内より採取した試料からは、Si、AIに混じって Feが比

較的尚い割合で検出されたものの、顕微鏡観察においては特にパイプ状の粒子は観察され

なかった。特徴的な顔料である水銀朱や、パイプ状ベンガラなどではないため、この試料

については顔料としてのものなのか、それとも埋蔵環境などに由来するものなのかは判断

が難しい。

5 おわりに

鷺山市場遺跡より出土した土器に付着している赤色物について分析した結果、いずれも

鉄(1Il)による発色である事が推定された。赤色顔料としてはベンガラにあたるといえる。

また、分析Nolについてはパイプ状ベンガラが確認された。

引用士献

成瀬正利引998)縄文時代の赤色聞料I 亦蒋土器一考古学ジャ ナル出438.1(}-14 ニュ サイエンスネ1

成瀬正利I(2田4)正倉院宝物に用いられた無機朗料 正倉院紀要 13--61p 宮内庁正倉院事務所

岡田文男日997)パイプ状ベンガラ粒子の躍元 日本文化財科学会第14凶大会研究発表要旨臨 38-39
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第5節 刀付着物分析

( 1 1鮫阜市鷺山遺跡山一十班刀付着物について

醐吉111生物研究所

1 はじめに

岐阜市に所伝する鷺山市場建跡の5K 139から11I土した刀の身の総分には、何らかのm
跡が忽められ以下の通りの調査結採を報告するa

2 資料

繍fをした資料は前37裂に示す直ノrJ1点である。

No. 造物 名 概 要

全体が三つに削れている。破捌した断面を観桜すると、中心

JJ にある刀の身の部分と、外欄の鉄錦との聞に、色調の戟Eなる

部分.'臨められた。

第"表凋資資斜覧

3 方法

全体の鉄錆を落とし 表而を観桜した(第47.48図)。 さらに FT-1 R分析も行った。

4 結果

4 -1 飽祭給処

鉄錦部分をほぼ削り落とした薗を観第したところ 特に制度維質らしきものは鋭黙されな

かった。

認'147図 資持表而のt広大:q:n;

4-2 分析結巣

ロ l
第481~ 断面の写真

FT-1 R分析を行ったところ セルロースの成分による吸収が包められた(第約四)。

よって刀身と鉄鈎との聞に、何らカのl'i機質が存配した、と考えられる.
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第5宣言 白熱科学分析
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第6章 総括

第l!lil 遺構の変遷

今回の調査では弥生時代末期から近世までの遺構を確認した。ここでは時期ごとの遺構

変選をまとめ、鷺山市場遺跡内での今回の調査位置の特徴を抽出しておきたい。第51図に

時期ごとの遺構分布を示Lたが、それぞれ偏りが見られる。これは当時の地形と近世以降

の削平による部分が大きいためである。そのため、改めて土問の状況と、調査時における

残存状況を概観しておきたい。

今回の調査区での地山は砂層で、再jから北へ低くなる堆積が見られるo最も低い北区北

半では、砂層 (北V11層)の上に粘質土 (北V1陪)の堆積が見られ、この昭中にも造物が見

られないことから、地山であるといえる。北区北半ではその後、 4昭の土府が堆積し、そ

れぞれの上而で遺構が検出される残りの良い状況であったのに対し、北区南半は6期の遺

構によって、広範囲に削平が及んでいた。ほほ全面にわたって、削平は地山にまで達して

おり、わずかに検出された遺構も、掘削された而が分からない状況であった。

南区は比較的残存状況は良切で、北半の一部で近世以降の遺構によって削平が見られた。

本調査区中最も向い南半では、複数の時期の遺構が多く検出されたが、その複雑さ故に、

遺構の認定が困難で、時期設定にも阻断が生じていることは否定できない。

1期 弥生時代末期から古墳時代初頭

この時期、地形の傾斜は強く、地山レベルで 1mt¥上の比高差があり、北区南東部から

南区にかけての微高地と北区北半 P区の低地に大別できる。微高地上には、検出された

竪穴住居4株のうち 3棟 (SB 1、16、17)が占在L、土坑 (SK22)も数基が確認され

ているが、遺構の数自体、多いとはいえない。これは、 2期以降の遺構によって壊されて

いることも原因であるが、微高地上といえとも遺跡全体から見れば縁辺部で、土地利用が

まだ希薄であったと推測される。包含胞からは南区のほほ全域で当期の造物が出土してい

るが、 SB 1 . S K22が見られる最高所の南端部分に、比較的集中 していることが指摘で

きる。

一方の低地部の状況は、住居， (S B 18)が L棟造られている以外、 P区で検出された

自然流路NR周辺のi梓 (SD 11、12)やピットが大部分である。先述したように、 NRを

積極的に利用していたと見られる SX21や水溜と見られる SE2があるように、低地部で

も活動の痕跡が見られるo

調査区自体が鷺山市場遺跡の北西端にあり、地形的にも湿地状の低地に至る微尚地の縁

辺部にあたる。周辺町調査成果から見ても、当期の集落の中'L、は南東方向にあったことは

間違いなく、調査区内では、{世間地上の竪穴住居 土坑と低地の溝 ピットという分布域

が見られる。

2期 古墳時代後期から奈良時代

この時期の地形も 1期と大差なく、低地部に堆積が進み、若干比高差が減少している程

度である。当期の遺構は今回の調査で最も多く検出されており、 一部を除けば微高地上の
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第 1s， 遺構の変遷
南区に集中し、そのため宜E複状況は激しい。出土造物から 2-)-3期に細別した。

2-)期に比定される遺構は2)基あり、竪穴住居2棟 (5B 7、9)の他は大部分が土抗

である。第50区lに示すとおり、南区の中でも 5箇所程に集中して分布している。竪穴住居

など大規模な遺構を誤認して分断Lて掘ってしまったようにも見えるが、いずれにしても

遺構が散在することが特徴的である。2-)期は-7世紀前半と設定しているが、6世紀

や7世紀前葉に遡る遺構は少なく、 大部分が7世紀の中葉に近い時期と考えている。

2-2期に比定される遺構は23基あり、 竪穴住居7棟 (5B2、5、lO、11、l2、13、14)

や大型の土坑 (5K17、40、lO3)がある。遺構の分布は、2-)期の遺構が築かれていな

い場所を選んでいるかのような練相を呈するが、遺構の複雑さとそれ故の調資精度を考慮

に入れると、可能性の指摘に留まるものである。ただ、居住域として明確になったのはこ

の時期で、爆発的に増加したともいえる。包含層中から出土した須恵器もこの時期のもの

が多く 、時期を限定できた数以上に遺構が広がっていた可能性は高い。

2-3期と考えられる遺構は6基あり、うち竪穴住居が3棟 (5B4、6、8)を数えるo

数も少なく 、分布の状況も点在的である。衰退過程であることは明かで、8世紀中葉の逃

物を最後に、それ以降のものは皆無である。

竪穴住居は、時期ごとに見ても、各期を通じても、向き ・規模 。内部施設などに規則性

は見られない。

北区北半の低地部では、各期を通じても、講 (5D7、9)が見られる他は、ほとんど遺

構が無い。低地部では、堆穏によって遺構面が残存していることから、印l平を受けて残存

しないわけではなく 、元来ほとんど利用がされていないと見られる。

3期 平安時代~鎌倉時代

低地部の堆積はさらに進行Lていると見られるが、北区北半では、この時期の遺構が検

出されていないため、地表面がよく分からない。

遺構は南区のみで検出され、6基の土坑が確認できた。平而形は桁円形かl判丸方形を呈

し、断面形状が深い箱形、担l土が砂質土という共通点をもっ。出土逃物はほとんどが細片

である。時期は 1基が13世紀初頭まで下るものの、10世紀頃に集中して造られたと見られ

る。

4期 室町時代

北区北半の低地古都で尽は層厚30-4Ocmの北1V層の堆積があり、2期までの極端な地形の傾

斜は解消されている。

遺構は北1V陪上での北区北半と南区南半に偏って検出されたが、北区南半、南区北半は

5期以降の遺構撹乱によって、削平されてしまった可能性がある。

北区では土坑11基、ピット60基が検出された。竪穴状遺構と見られる 5K134や柱痕の

残る P160など、建物の存在を示すものがある。また被軌4恨のある土坑5K129などが確認

されている。

南区では溝1条、 土坑17基、ピット 2基が検出されているが、直線状に並ぶ土キ・ly'Jが講

の可能性があること、講 土坑列が同ーの方向を示すことは既に指摘したとおりである。

これらの方向は、真東西方l古lから西回りに51!!'傾いており、続く 5期の地割りとは明らか
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に典~る。 また周辺の条里の向きはほぼ真南北であることが予想されており 、 それとも違

うものである。何を恭準とした方向であるかは不明であるが、戦国期の直前にある程度の

範闘で開発が行われた可能性を示すといえよう。

当期の造物は古瀬戸後W期古段階東濃型山茶碗脇之島 3号紫式土師~.JIIlC 1が出土

している。これらの造物は時期的にほぼ併行するもので、鵠山地区全体が、広範囲に整備

される直前の状況を示していると考えられる。

5期!戦国期

北区北半では北山層 11層が確認された。北IV層上而で検出される4期の遺構とは、極

めて短い時期差しか認められず、また北111胞上面の時期は、鷺山地区一帯に及ぶ広い範囲

での整備が進行することから、北111層は低地を埋め立てた整地層の可能位が考えられる。

もうひとつの北 11陪は焼土 。炭が大量に包含され、樹立柱建物周辺にしか分布しないこと

から、火災後の整地層と考えられる。それぞれの上而で遺構が検出でき、北山商 (5-1

期)と北 11而 (5-2期)に細分できる。

5-1期 5-2期とも、遺構は区画構である5D6以外は、北区北半に集中して検出さ

れた。北区南半は6期以降の遺構 撹乱によって、削平されてしまった可能性が極めて高

い。南区は北半のE層中より 、当期の造物が比較的多く出土していることから、6期の遺

構によって壊されている可能性が高いが、南半はE問中の造物も少なく 、元々遺構が希薄

であったと見られる。

5-1 期の遺構は、揃立柱建物5815、廃棄土:tJ'[5 K 130 -5 K 152、不明逃構5X12が

主な遺構である。また、昭位的には対応させることができないが、区画構5D6もこの時

期のものである可能性が高いと考えられる。n東西より東回りに81Jl'傾いており、鷺山地
区一帯で確認されている溝などの向きと一致する。5D6より北は、構で区画された敷地

内部の様相を表しており、ある時期に火災に遭っていることが明かとなった。前述したよ

うに、南区では明確にこの時期といえる遺構は無い。

5-2期は北区北半で、5A2と土坑5K 127などが確認されたが、状況は明かでない。

5A2は3基のピァトからなるもので、掘立柱建物の可能性もあるが、 5-1期の5815

とは方向が異なるのが特徴的である。

6期 !近世以降

水田跡5XI-6-11、道路の盛土である 5Al、5DI-3-5などが主な遺構であ

る。いずれも近世に造られており、5期の地割りとは異なる方向である。この地割りは明

治半ばまでは残り、地籍図と道路や地割りがほぼ合致する。昭和10年頃、近くに道路が新

設されるに伴って区画整理IIがあったようで、昭和20年の空中写真では、調査前の状況と同

じになっていることから昭和初期頃まで続く地割りであったのだろう。そして調査の契機

となった今回の区画整理で、さらに変貌を遂げることとなる。
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第2節 出土造物について

(1)須山古窯産須恵器

今回出土した須恵器の杯身の中で l占だけではあるが、須山古'"産と考えられる杯、身を

確認することができた。

須山古窯祉群は岐阜市彦坂字須山に位置し、伊自良川上流の盆地に向かつて東から西に

突き出た小丘陵町南斜而に立地しているl。斜而広範囲に紫壁や焼土塊が散布しているこ

とから、複数基の窯が存在していたと考えられている。採取された造物の中には焼成不良

品や焼き歪みの著しいもの、溶岩したものが見られる(第52図)。この須恵器紫に対Lて

の評価は渡辺氏が行っているら 渡辺氏はいわゆる「畿内系須恵器」の一つの窯であり、

各務原市須衛65号窯の輩杯などと特徴が似ていることを指摘し、須山古窯産の須恵器が須

衛65号車とほぼ同型式市、同時期のものとしている。須山古熊祉群の時期はTK -217併行期、

7世紀第2四半世紀になる。

今までは船来山古墳群で須山梨産須恵穏に類似するものがあるといわれている。それ以

外は城之内遺跡や鷺山遺跡群の発掘調査において尾張産や美濃須衛産、丸山古窯産の須恵

器は確認されていたが、須山窯産須恵器は確認されていない。岐阜市内の後期古墳からも

出土Lた例は確認されていない。

今回、造物番号80のよ うな須山古窯産の須恵器の均、身が鷺山市場遺跡で見つかったこと

は須山古窯産須恵器の流通形態の一部が明らかになったといえる。また、古墳時代後期の

F辛込、 戸空きミ E亨言

てヨヨ モヨ三三歩
ぶニーー平二-….--:~ 

さ三~

」芸品
q 1加

第52図須山古然出土須恵器
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須恵器~と集落の関係の一端を知ることができる資料である 。

(2 )特殊従瓶について

P20から3方向に半環状の把手が付き、版画に施文されるという非常に珍しい挺瓶が出

土している。須恵器の中で特殊品であると考えられる。ここではこの提瓶について考察し

ていくこととする。

まず、今回出土した造物番号175の提瓶の特徴は

①半環状の把手が3つあること

②胴部に筒状工具による刺突士が円形に施文されること

の2つが挙げられる。

最初に①について考えてみたい。把手が3方向に付く提瓶は岐阜県内で5点出土してい

る。概要は以下のようである。(第53図、第38表)

宮之脇 1号墳 可児市川合にある一辺16.4mの方墳である。内部主体は不明である。提

瓶は周濠から出土している。 ~.形は楕円形を呈し 、 平坦な面はない。 把手は半環状に近い

鈎状把手となる。器高は29.4cm、最大径23.7cmを測る。古墳の築造時期は他の造物の混在

が激しいため確定はできないが、城山2号窯段階といわれている。提瓶は他の造物と共に

混入した可能性もあるため、 時期不明としておく。

宮之脇10号墳 可児市川合にある全長約21mの造出し付き円墳である。内部主体は不明

である。提瓶は周濠から出土している。器形は胴部の背而が丸く張る。腹而は欠損してい

るため不明である。把手は半環状把手となる。器市iは28.&m、最大径25.2cmを測る。古墳

の築造時期は他の造物の混在が激しいため確定はできないが、H-61段階までには築造さ

れていたと考えられる。提瓶も H-61段階であると推測される。

陽徳寺裏山 l号墳 関市干疋にある全長約13mの造出し付き円墳である。内部主体は川

原石を使用した初期横穴式石室である。提瓶は玄室から出土した。器形は胴部の背而が丸

く張るが、阪国は平坦である。把手は半環状把手となる。得市は3L6cm、最大径26.0cmを

測る。古墳の築造時期はH-61段階である。提瓶も H-61段階であると考えられる。

j主渓山 I号墳ー多治見市弁天町にある直径12.5mの円墳である。内部主体は左片袖式の

初期横穴式石室である。提瓶は玄室から出土した。詩形は胴部の背而が1L<張るが、被而

は平坦であるo把手は半環状把手となる。;時高は28.0cm、最大径23.7cmを測る。古墳の築

造時期はH-61段階である。提瓶も H-61段階であると考えられる。

白山古墳蘇ー池田町にある古墳群である。提瓶は古墳から出土したものではなく 、池田

町が昭和44年に行った分布調査中に白山5号墳付近で採取したものとされている。このた

め、共伴する造物は不明である。器形は全体的に丸〈 、平坦な而はない。把手は鈎状把手

となる。器商は28.5cm、最大径23.2cmを測る。

岐阜県内から出土した把手が3方向に付く提瓶をみてきた。これらの造物はH-61段階

に集中して見られる傾向がある。集落から出土した事例はなく、いずれも古墳から出土し

ている。罷形に関しては背面が丸〈張り、夜而は平坦であるものが主で、腹而が丸くなる

ものは鷺山市場遺跡で見つかったものと白山古墳群で採取されたものだけである。把手も
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第53図 岐阜県出土の特殊提瓶
※ー部修正あり

得号は軍38表に対応

形態文相 害考
出土遺跡 時期 法主i:(cm) 備考

文献背面 肢面 把手の昨

a之脇 i号墳 丸く張る 鈎状 減山2号一繁期 器商29.4 iJ:23.7 文献l

2 区之脇10号lJ¥ )L<眠る 三|王朝状 東山61号開期 器問28.8 1苧25.2 文献2

3 陽龍寺聾UJ1号墳 )L<張る 平坦 キ環状 東山61号機期 器商31.6 桂26.0 文献3

4 虎渓山 l号墳 丸〈脹る 平盟 .l-.環状 東山61号無期 器商28.0 桂23.7 士献4

5 白山rti墳群 丸く眠る 平坦 鈎状 不明 器商28.5 iJ:23. 2 量採資料 文献5

6 稲荷塚2号墳
胴部両固に2条同'L円文と

東山15号熊期 器商22.0 桂14.4 文献2
弧状の刺突士

第38表 岐阜県出土の特殊提瓶 "径は最大筏

文献 l 岐阜県教育委員会 可児町教背委員会 1976 r吉之脇遺跡発槻調査報告聖子j
文献2 可児市教育委貝会 1994 
rJlI合遺跡群 rJlI合北部土地区画整理'1'需」に伴う埋戯文化財の先掘調査報告1!U

士献3 協同組合連合会岐阜県中小企控福祉センター 間市教育喪貝会 1976 r陽徳寺裏山台墳群』
士献4 岐阜県 多拍見市教育委且金 目96 r庇浅山 I号墳先端調査報告暫』
文献5 池田町教育畳貝会 2叩1

『岐BILリ止史跡 願成寺子両墳之越古墳群36号墳控鼎調査 74-88号噴同辺碍認調査報告書』
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宮之脇l号墳、白山古墳群で採取されたものの2つだけが鈎状把手となる。

次に~の胴部に文様を施しているものであるが、 岐阜県内では可児市稲荷塚 2号墳で l

例のみ確認されている。

稲荷塚2号墳は次郎兵衛塚l号墳を含む川合古墳群の中のl碁で、直径約18mの円墳で

ある。内部主体は川原石積みで複室構造の横穴式石室である。提瓶は石室の後室部分でみ

つかった。器形は球形である。胴部の両面に2条の同心円文の中に刺突文を弧状に施して

いる。器高は22.Ocm、最大径14.4cmを測る。古噴の築造時期はH-15段階であり、提瓶も

同じH-15段階と考えられる。

胴部に文様をもっ挺瓶は岐阜県内では l点のみで、近隣の地域でも数は非常に少ない。

一宮市浅*1'13号墳で1官、見つかっているだけである。稲荷塚2号噴出土の提瓶と今回見つ

かった挺瓶はまず、有TI1苛塚2号墳出土の提瓶には両面文様が見られるところで興なる。文

様構成は放射線状に刺突文を施文するところは同じであるが、鷺山市場遺跡出土の提瓶に

は2条の同心円文はみられない。また、岐阜県内の事例ではないが、兵庫県の有文提瓶は

TK-lO段階から造られているようである。

以上、今回見つかった提瓶に関係する提瓶の概要をみてきた。鷺山市場遺跡出土の提瓶

のような犯手を 3つ持ち、11岡部に文様を施す挺瓶の類例は iつもみられず、鷺山市場遺跡

出土の挺瓶のみである。時期に閃Lては類例が辛いため不明としかいえないが、この周辺

の①と②の特徴をもっ提瓶と関連させて考えれば、時期幅が広くなってしまうが、H-61

段階からH-15段階の聞も作られたものであると考えられる。

最後に遺構との関連について再度考えてみたい。P20は提瓶と一緒に出土した遺物が7

世紀後半から 8世紀前半もので、かっ遺構の切り合い関係から P20の時期を7世紀後半か

ら8世紀前半の聞とした。しかし、類例が値いため時期は特定しにくいが、挺瓶自体が7

世紀前半頃には器稜自体が消滅してしまう。このため、今回見つかった提瓶は8世紀前半

の遺物であるとは考えがたい。このためこの挺瓶は伝世したものではないかと考えられる。

出土状況も非'市に丁寧にピァトの中に世かれていたことも理解できる。どのような背景が

あって伝世したのかは不明であるが、大切に扱われていたものであると推測できる。イ日Jか

の祭事に使われたのものであろうか。口縁部が書11られているのも祭事に使われたためでは

ないのか。

今回は①と②の特徴をもっ岐阜県内の提瓶のみ概観した。筆者の力不足により、他地域

の事例や提瓶全体の中からの位置付けは行うことができなかった。このことは今後の課題

である。

(3 )木目痕のある土師器皿lについて

今回 、 出土した土~iJj器皿の中に I 点のみに土器の装側に木目が転写されているものを確

認Lた。造物番号331がそれに該当する。B2-a類の土附器皿lで手づくね成形で作られて

いる。今回のような袈側に木目が転写されている土帥器I阻は発掘調査が行われている岐阜

市城之内遺跡、干畳敷遺跡や党山遺跡群などでも確認されていない。ここではこの裳側の

木自の転写がどのような状況でついたものなのか、製作技法に関わるものなか、このこと
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について若干の考察を行うこととする。

土師器皿lの製作技法については、 1931年に島田貞彦氏が「山城幡枝の土器」という論文

の中で、民俗の事例から土師器皿の製作過程を明らかにし3、近年では北島大輔氏が山口

市大内館出土の土附得JlIlを検討し、製作技法の復元を行っている‘。 はじめに先行研究を

参照しながら土師器皿の製作技法をみていく 。

まず、粘土の塊を両手で丸め、更に平たくし円盤状にして左手の掌に置く。そして、円

盤状の中央をへこませていく。幡枝のでは左手の掌にi泣いた円撤状の粘土塊の中央部分を

右手の肘先で押し当てへこませる。このようにできた形のものを「ウツゲ」とよばれる木

製円盤によって器壁を引き延ばし簿くしている5。

次に先に形作ったものをユピオサヱやホへといった道具を使い、成形し、完成させてい

く。

以上、焼成前までの土師器皿lの製作方法についてみてきた。再度、泣物番号313を見て

みると、袈側の木目は非常に薄く残っているだけであり、強い力を加えて転写されたもの

であるとは考えがたい。また、土師器JlIlの裏側はほぼ平坦であるが、若干指庄の痕跡が残っ

ている。この指圧痕の上にも木目が転写されており、土器の製作が終わった後に、木目が

転写されているようである。先に見てきた土器製作技法の中に、土器の形を作った後に木

目を転写するような工税を見いだすことはできなかった。この痕跡は土附器J1Ilを作る製作

工程によって転写されたものではないようである。品田氏の論文の中に、

「製作に際して平板の上に粘土を載せ、其右方に「みごろJrうつげJrほへ」等を置き、
左方には土器を乾燥せしめる為の板を敷く」

とある。今回、確認できた装側の木自の転写は恐らく 、土師罷皿を乾燥させる為に板の上

に置いた時に転写されたものではないかとlflil.1jされる。

今回、裏側の木自の転写は土師得皿lの製作技法に関わるものではないか、と考えていた

が、結巣、土師器皿を乾燥させる為に板の上に置いた時に転写されたものと考えられる。

非常に残りにくい痕跡であり、希な例といえよう。岐阜市域における戦国時代の土師器J1Il

を製作していく上での製作工程の一部がわかったといえるo

註

l 蛙阜市教育委且会 l明6 r岐i主市遺跡詳細l分布調査報告書』
2 桂辺博人 1999 r第3君主 考察Jr須衡i!i立市 l号鰍祉琵掘調査報告主ト-;n衛65号開ーj各掛町"ilft埋蔵
士化財センター

3 白田貞彦 1931 r山城幡校の土器Jr考肯学雑誌』
4 北島大輔 2曲6 r大内民館跡出土の腕困問土師器皿の製作技法Jr山口市埋蔵士化財年報5 平成16
年度一j山口市教育委口会

5 ここまでの製作工程を北島氏は「第一次成形jとしている。
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図版 1
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図版2

A区南完沼状況 (北かり)
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図版4

A区北完沼状況 (北かり)

SK4完鋸状況 (北から} SK22完錨状，兄 (1tから)



- 141 -

図版5

SKl拍混線状況 (東から) SKl盟完線状況 (東から)
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図版6

北区北側海全策(南より) 南区土坑務 (商より)
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図版7
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図版8
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図版9
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図版10
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図版11
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図版12
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図版13
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図版14
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図版15-1 産出した花粉化石
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図版15-2 A区P地区の花粉化石
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図版16
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鷺山市場遺跡A区南のプラント・オパール

1-3 イネ (" 断而、b 側而 1 試料l、2 試料2、3 試料3
4 イネ穎部珪際体破片試料 1

5 シパ属 (断而) 試料l
6 ネザサ節型 (n 断面、 b 澗面) 試料2
7 クマザサ属製 (a 断聞、b 側而) 試料1
8 ウシクサ族 (a 断面、 b 側面) 試料2
9 キピ族 (側而) 試科 I
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図版18
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図版19
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図版田
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図版21

プレス院科の元素マッピJ グ図
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竪穴住居 4 

弥生時代末~ 土坑 7 
土師器 水汲み場を確認

古墳時代初頭 4再 3 

集落跡 水汲み場遺構 1 

肯墳時代後期J-
竪穴住居 13 

土師器須恵措 把手が3つ付き胴部に文
肯代

土坑 8 
焼庖土器 椴をもっ挺瓶が出土
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鷺山市場遺跡
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土坑 33 
山茶碗 木製の礎板があるピット
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土師器皿

掘立柱建物 l 
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不I~J 近世~ r再 4 瀬戸聾濃陶器

水田跡 7 
画を確認

要約

今回の調査区より集落の中心域は束にあると考えられることから集落域と水汲み場の関係は確認でき

なかった。肯墳時代後期IJ-古代にかけての集落を確認し、伝世品と考えられる把手が3つ付き胴部に
文様がある提瓶が出土した。他にもミニチア土器などが出土し、祭杷が行われていた可能性が考えら

れる。戦国期では掘立柱建物を確認し、建物を覆うように炭 焼土層が広がり 、建物が焼5たしたもの
と考えられる。また、鷺山-{Wに広がっている区画捕の一部を確認した。近世の遺構では明治の地籍
図と一致する土地区画の様子を確認した。
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